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中継施設の検討に係る算定方法ついて（本編Ｐ.30 参照） 

 

以下に、「収集・運搬システム等に関する調査 報告書（厚生省）」の内容を示します。 

 

1 中継基地の費用試算例 

コンパクターコンテナ式で計画処理量を 150t/日の中継基地を例にしてコストを算出すると、

年間約 2.5 億円の費用がかかります。トン当たりのコストにすると約 5,300 円となります。 

表 1 中継基地の費用試算例 

 費  用 処理能力 150t/日 

施 設 償 却 費 18,857 万円 

50 億円 

60％建築、耐用年数 45年と想定 

40％機械、耐用年数 14年 

維 持 費 1,860 万円 400 円/t×150t×310 日 

人 件 費 3,990 万円 7 人 570 万円/人 

合 計 24,707 万円 － 

ト ン 当 た り コ ス ト            5,313 円/t － 

 

2 輸送コストの試算例 

輸送コストの算定をする上での条件を下記のように設定します。 

表 2 輸送コスト試算上の条件 

・輸送ケース（収集地点から中継基地まで 5km とする） 
5km、15km、25km の 3 ケースを想定。 
（従って、収集地点から処理場までの距離ケースを 10km、20km、30km とする） 

・車両 
積載量 7.5t とする。 

・コンテナ 
車輌 1台につき 1.5 個とする。 

・輸送時の移動速度 
距離ケース 5km・・・・・ 25km/h 
  〃 15km・・・・・ 27.5km/h 
  〃 25km・・・・・ 30km/h 

・積替・積降し時間・・・・・20分とする。 
・作業時間・・・・・・・・・300 分とする。 
・車両の回転数 
 5km 6.7 
 15km 3.5 
 25km 2.1 
・1 日 1 台の輸送量 
 5km 50.3ｔ 
 15km 26.3ｔ 
 25km 18.8ｔ 
・車両維持費 
1 日 1台 7,000 円とする。 

・人件費 
570 万円とする。 

・コンテナ 1個の購入費 
300 万円とする。・・・・・耐用年数 7年 

・車両 1台の購入費  
1,200 万円とする。・・・・耐用年数 7年 
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以上の条件より車両 1台の年間費用を求めると、表 3のとおりとなります。 

表 3 輸送コストの試算例 （円） 

 費  用 備  考 

車 1 台当たり

の費用 

車両償却費 

コンテナ償却費 

維持費 

人件費 

 154 万円 

 46 

 217 

 570 

310 日稼働 

1.2 台分 

計  987 万円/年  

コスト 

輸送距離ケース 5km 

   〃 15km 

   〃 25km 

 633 円/t 

 1,210 

 1,694 

 

 

3 収集コストの試算 

収集費用については前で求めた方式を用いて試算します。車両は最も一般的に用いられてい

る 4m3機械車を前提とします。その他試算上の条件は表 4に示すとおりです。 

表 4 収集費用試算の条件 

・中継地点から中継基地までの距離を 5km とする。 
・輸送距離 5km、10km、20km、30km とする。 
・実作業時間 360 分とする。 
ネット収集時間及び積降ろし時間を 35分とする。 

・移動速度 5km のとき 20km/h 
 10km のとき 22.5km/h 
 20km のとき 25km/h 
 30km のとき 27.5km/h 
・回転数 5km・・・・・5.5 
 10km・・・・・4.0 
 20km・・・・・2.7 
 30km・・・・・2.2 
・車両費 4m3機械車 450 万円とする。耐用年数 7年とする。 
・要員数は 1台につき 3名とする。 
・積載量 1.6 t とする。 

 

以上の条件より、費用を求めると表 5のとおりとなります。 

表 5 収集コストの試算例 （円） 

 費  用 備  考 

車 1 台当たり

の費用 

車両償却費 

維持費 

人件費 

 58 万円 

 150 

 1,710 

 

150 万円/台・年 

570×3 

計  1,918  

コスト 

 5km ケース 

 10km ケース 

 20km ケース 

 30km ケース 

 7,031 円/t 

 9,667 

 14,322 

 17,577 
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発電量などの算定根拠について（本編Ｐ.33 参照） 

以下に、本編「第 4 章 広域化への取組み」中の、環境面の検討に係る発電量及び二酸化炭

素量に係る算定根拠を示します。 

 

1 発電量について 

本編「第 7 章余熱利用技術の動向 第 2 節 余熱利用の検討」より、余熱利用可能量は、

15.4GJ/h です。 

発電効率を 0.18 とすると、発電する熱量は、15.4 GJ/h÷4.186cal/J×0.18=0.66Gcal/h と

なります。 

電気換算を 860kcal/kWh とすると電気量は、0.66 Gcal/h×1,000×1,000÷860 kcal/kWh =約

770kWh/h となり、 

年間発電量は、770 kWh/h×24h×280 日=約 5,170,000kWh/年となります。 

したがって、80t/日での発電量は、約 5,200MWh/年となります。 

この約 5,200MWh/年は、1 世帯での電気使用量を 300kWh/月とすると、年間 3,600 kWh/年と

なり、5,170,000kWh/年÷3,600 kWh/年=約 1,400 世帯分の電気量となります。 

 

2 施設稼働の使用電力について 

施設稼働の使用電力の設定条件を表 6に示します。 

 

表 6 施設稼働の使用電力 

某メーカ設定値 設定値 
 施設規模 t/日 

40 60 100 80 
備考 

2,800 3,000 3,600  
【1】 建築面積 ㎡ 

3,400 【1】の回帰式より

【2】 使用電力 MWh/年 5,400 6,300 7,680 -  

【3】 
建築部分

使用電力 
MWh/年 1,920

100t/日施設の 25％

が建築部分と設定 

【4】 

建築面積

当り使用

電力 

MWh/ 

年・㎡ 
0.533 =【3】÷【1】 

【5】 
建築部分

使用電力 
MWh/年 1,493 1,600 1,813 =【1】×【4】 

3,907 4,700 5,760 =【2】-【5】 

【6】 

プラント

部分使用

電力 

MWh/年 
5,300 【6】の回帰式より

【7】 
設定使用

電力量 
MWh/年 7,100 =【5】+【6】 
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3 収集車からの二酸化炭素排出量 

収集車からの運搬距離が短い分の削減量の設定条件は、以下のとおりです。 

設定値：収集距離 約 161,740km 

距離当り使用燃料：5km/L 

これらより、使用燃料は 161,740 km÷5 km/L =約 32,000 L/年となります。 

燃料 1L 当りの二酸化炭素排出量換算値を 2.62 kg-CO2/L とすると、約 80t-CO2/年となり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※収集距離（約 161,740km）の設定について 

伊豆の国市、伊豆市の各市役所庁舎から伊豆の国市の焼却施設（長岡清掃セ

ンター、韮山ごみ焼却場）及び伊豆市の焼却施設（清掃センター、土肥戸田衛

生センター）までの距離と、新ごみ処理施設までの距離の差分を算定し、年間

の搬入台数を乗じることにより収集距離を算定しました。 

  年間搬入台数は、可燃ごみ量を 2t 車で運搬（2t 車には 1.6t 積載できるもの

と設定）するものと設定し、年間の可燃ごみ量を 1.6t で割ることにより算定し

ました。 
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生ごみのメタン発酵施設及び堆肥化施設の規模について（本編Ｐ.106 参照） 

 

伊豆の国市、伊豆市で発生する生ごみ量の把握を行い、生ごみの資源化施設の規模算定を行

います。 

 

表 7 伊豆の国市の生ごみ量（平成 17年度実績） 

 長岡清掃センター 韮山ごみ焼却場 

日搬入量 24 t/日 14.7 t/日

可燃ごみ中の厨芥類の割合 19.4％（乾ベース） 13.9％（乾ベース）

厨芥類の量 4.7t/日 2.0 t/日

可燃ごみ中の厨芥類の割合 17.3％ 

 

表 8 伊豆の国市の家庭系可燃ごみと事業系可燃ごみの割合 

 家庭系可燃ごみ 

事業系可燃ごみ 

（直接搬入ごみ（可燃分）

含む） 

平成 17 年度搬入実績 

(収集量) 
8,152t/年 4,403 t/年

家庭系ごみと事業系ごみの

割合 
64.9％ 35.1％

 

表 9 伊豆市の生ごみ量（平成 17年度実績） 

 清掃センター 土肥戸田衛生センター 

日搬入量 37t/日 24t/日

可燃ごみ中の厨芥類の割合 14.5％（乾ベース） 15.4％（乾ベース）

厨芥類の量 5.4 t/日 3.7t/日

可燃ごみ中の厨芥類の割合 14.9% 

 

表 10 伊豆市の家庭系可燃ごみと事業系可燃ごみの割合 

 家庭系可燃ごみ 

事業系可燃ごみ 

（直接搬入ごみ（可燃分）

含む） 

平成 17 年度搬入実績 5,551t/年 5,412t/年

家庭系ごみと事業系ごみの

割合 
50.6％ 49.4％
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＜規模算定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊豆の国市の家庭系ごみの生ごみを 40％回収、事業系ごみの生ごみを 60％回収する

と仮定します。 

 

（家庭系）8,152t/年×17.3％×40％＝564t/年 

 

（事業系）4,403t/年×17.3％×60％＝457t/年 

 

（合計）564t/年+457 t/年＝1,021t/年 

 

伊豆市の家庭系ごみの生ごみを 40％回収、事業系ごみの生ごみを 60％回収すると仮

定します。 

 

（家庭系）5,551t/年×14.9％×40％＝331t/年 

 

（事業系）5,412t/年×14.9％×60％＝484t/年 

 

（合計）331t/年+484 t/年＝815t/年 

 

＜施設規模＞ 

（1,021t/年+815 t/年）÷365 日/年＝5ｔ/日となります。 
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将来ごみ量の予測方法（本編Ｐ.37 参照） 

将来ごみ量の予測方法は、一般廃棄物処理基本計画の予測方法に基づいています。 

 

１．予測方法 

1）ごみ量予測の考え方 

将来ごみ量を推計する方法は、現状のごみ処理状況

での予測を行い、将来人口の推移及び減量化や資源化

の計画により処理システムに変更があれば、それらを

見込んで将来ごみ量を推計します。 

本計画では、収集ごみ、家庭系直接搬入ごみ、事業系

ごみ、集団回収等の排出形態および組成が異なること

を考慮して、それぞれを別々に予測し、これらを合計

して総ごみ量を算出します。 

 

2）回帰予測式 

予測計算は、過去のごみ量の実績から回帰式（関数式）により将来値の予測を行う「数学的方

法（回帰予測）」によって行うこととします。ごみ量の実績は、平成 13 年度～平成 17 年度の過

去 5年間の値を使用します。 

そして、次に挙げる 6 種類の回帰式を求め、最も適した回帰式を採用することを原則とします。 

① 直線式〔ｙ＝ａｘ＋ｂ〕 ④ 指数式〔ｙ＝ａｂｘ〕 

② 分数式〔ｙ＝ａ/ｘ＋ｂ〕 ⑤ ルート式〔ｙ＝ａ√ｘ＋ｂ〕 

③ 対数式〔ｙ＝ａlogｘ＋ｂ〕 ⑥ べき乗式〔ｙ＝aＸｂ〕 

※ 各回帰式の xに年度、yにごみ量をあてはめる。 

 

２．人口の推計 

将来人口は、伊豆の国市は第 1 次伊豆の国市総合計画で定められた目標年次による将来人口を、

伊豆市は静岡県生活排水処理長期計画で定められた目標年次による将来人口を用いています。な

お、目標年次以外については、直線補完を行い将来人口とします。 

 

３．将来ごみ量 

将来ごみ量は、両市ともに「家庭系可燃ごみ」、「家庭系資源ごみ」、「事業系可燃ごみ」、「事業

系資源ごみ」、「集団回収」などについて、過去 5年間の実績をもとに予測を行います。 

予測計算に用いるごみ量は、家庭系可燃ごみ、家庭系資源ごみ、集団回収などについては年間

ごみ量を人口と年間日数で除した数値を原単位とし、直接搬入ごみ及び事業系ごみについては年

間ごみ量を年間日数で除した数値を原単位とし、算定しています。また、減量化や資源化などの

計画を考慮しています。 

家庭系ごみなどの将来ごみ量：排出原単位（g/人/日）×将来人口×年間日数 

事業系ごみなどの将来ごみ量：1日あたりの排出量（t/日）×年間日数 

 

現状の処理システムでの予測

将来処理システムのごみ量

減量化・資源化計画
将来人口
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将来ごみ量の考え方（例） 

将来ごみ量の考え方は、一般廃棄物処理基本計画での将来ごみ量の考え方に基づいています。 

①回帰式に基づき算定した結果、通常相関の高い式を採用しますが、下図のように、相関は高く

とも、現実的ではない数値となる場合もあります。（相関 1位：指数式） 

②したがって、本計画では、将来の施策等により変動の少ないと考えられるものについては、相

関の高さよりも、現状の実績値に近い数値となる式を採用するよう配慮しました。（採用式：分

数式） 

③その上で、減量化や資源化計画により、将来の数値に、変動が見込めるものについては、それ

らの増減を考慮した採用式を選択するよう配慮しました。 

年度 実績 直線式   y= 2.626ｘ＋14.506

13 18.75 分数式   y= -10.365681(1/ｘ)＋27.117661

14 17.36 ルート式   y= 8.38304650×ｘ^(1/2)＋8.33010361

15 18.91 対数式   y= 6.14629025LN(ｘ)＋16.4989372

16 32.68 べき乗式   y= 16.8931841×(ｘ^0.26411412)

17 24.22 指数式   y= 15.4317906×(1.12126381^ｘ) 単位：g/人/日

年度 直線式 分数式 ルート式 対数式 べき乗式 指数式

18 30.26 25.39 28.86 27.51 27.12 30.67

19 32.89 25.64 30.51 28.46 28.24 34.39

20 35.51 25.82 32.04 29.28 29.26 38.55

21 38.14 25.97 33.48 30.00 30.18 43.23

22 40.77 26.08 34.84 30.65 31.03 48.47

23 43.39 26.18 36.13 31.24 31.82 54.35

24 46.02 26.25 37.37 31.77 32.56 60.94

25 48.64 26.32 38.56 32.26 33.26 68.33

26 51.27 26.38 39.70 32.72 33.92 76.62

27 53.90 26.43 40.80 33.14 34.54 85.91

28 56.52 26.47 41.86 33.54 35.13 96.33

29 59.15 26.51 42.89 33.91 35.70 108.01

30 61.77 26.54 43.90 34.26 36.24 121.10

31 64.40 26.57 44.87 34.60 36.77 135.79

32 67.03 26.60 45.82 34.91 37.27 152.26

33 69.65 26.62 46.75 35.21 37.75 170.72

34 72.28 26.65 47.65 35.50 38.22 191.42

35 74.90 26.67 48.53 35.77 38.67 214.63

相関係数(r) 0.6567 0.5318 0.6453 0.6178 0.6463 0.6969

r(順位) 2 6 4 5 3 1

○　　実績値 直線式 分数式 ルート式 対数式 べき乗式 指数式 

0

10

20

30

40

50

60

13 14 1 16 1 18 19 20 21 22 23 24 2 26 2 28 29 30 31 32 33 34 3

：採用式

指数式 

（相関 1位の式） 

分数式 （採用式）

（相関 6位の式） 
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  ごみ処理・処分予測について（本編Ｐ.37 参照） 

＜伊豆の国市＞ 
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.0
5
17
,4
00
.8
8
17
,2
84
.2
2
17
,2
15
.2
4
17
,1
46
.0
4
17
,1
27
.0
6
17
,0
10
.9
7
16
,9
45
.2
8
16
,8
75
.0
3
16
,8
54
.8
0
16
,7
42
.7
5
16
,7
35
.3
2

#
処
理
量

13
,1
51
.0
0
13
,1
34
.0
0
12
,3
91
.0
0
11
,8
67
.0
0
12
,8
04
.0
0
12
,3
86
.1
2
12
,3
09
.7
6
11
,9
59
.2
7
11
,8
55
.8
5
11
,7
55
.6
9
11
,7
36
.9
8
11
,6
56
.7
0
11
,6
08
.9
6
11
,5
61
.7
4
11
,5
47
.9
5
11
,4
69
.7
6
11
,4
25
.1
5
11
,3
78
.7
8
11
,3
65
.3
6
11
,2
90
.2
6
11
,2
84
.0
4

#
可
燃
ご
み
   
  

11
,5
90
.0
0
11
,8
73
.0
0
11
,0
23
.0
0
11
,0
33
.0
0
11
,6
25
.0
4
11
,2
09
.6
2
11
,1
42
.0
5
10
,8
04
.9
2
10
,7
11
.8
1
10
,6
20
.2
7
10
,6
07
.7
5
10
,5
38
.0
1
10
,4
97
.8
2
10
,4
58
.1
7
10
,4
47
.2
6
10
,3
79
.6
3
10
,3
40
.9
0
10
,3
02
.1
9
10
,2
91
.7
9
10
,2
25
.4
9
10
,2
24
.3
1

#
直
接
搬
入
ご
み
（可
燃
ご
み
）※
3

45
.5
%
1,
27
8.
00
1,
00
1.
00
1,
10
1.
00
64
0.
00
92
9.
96
90
6.
77
89
9.
26
88
8.
50
88
0.
20
87
3.
55
86
7.
62
85
8.
61
85
1.
96
84
5.
32
84
2.
64
83
3.
70
82
8.
71
82
2.
07
81
9.
33
81
2.
11

80
7.
12

#
資
源
化
施
設
か
ら
の
残
さ

28
3.
00
26
0.
00
26
7.
00
19
4.
00
24
9.
00
25
2.
94
25
1.
66
24
9.
06
24
7.
05
24
5.
08
24
4.
82
24
3.
29
24
2.
39
24
1.
46
24
1.
26
23
9.
64
23
8.
75
23
7.
73
23
7.
45
23
5.
87

23
5.
82

#
し
渣
※
4

-
-

-
-

16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9

16
.7
9

#
焼
却
残
さ
（埋
立
）※
5 
（3
）

9.
2%
1,
17
7.
00
1,
25
1.
00
1,
14
0.
00
1,
08
4.
00
1,
05
4.
00
1,
13
9.
52
1,
13
2.
50
1,
10
0.
25
1,
09
0.
74
1,
08
1.
52
1,
07
9.
80
1,
07
2.
42
1,
06
8.
02
1,
06
3.
68
1,
06
2.
41
1,
05
5.
22
1,
05
1.
11
1,
04
6.
85
1,
04
5.
61
1,
03
8.
70
1,
03
8.
13

#
直
接
埋
立
量
※
6 
   
 （
4）

3.
6%
63
0.
00
67
7.
00
72
6.
00
93
3.
00
35
6.
00
64
7.
64
64
3.
85
62
8.
85
62
3.
51
61
8.
33
61
7.
44
61
3.
32
61
0.
88
60
8.
43
60
7.
77
60
3.
66
60
1.
34
59
8.
86
59
8.
15
59
4.
19

59
3.
92

#
2,
54
3.
00
1,
73
9.
00
1,
88
0.
00
3,
21
5.
00
2,
94
2.
00
2,
44
4.
78
2,
43
2.
42
2,
40
7.
26
2,
38
7.
80
2,
36
8.
77
2,
36
6.
31
2,
35
1.
48
2,
34
2.
85
2,
33
3.
86
2,
33
1.
91
2,
31
6.
24
2,
30
7.
62
2,
29
7.
80
2,
29
5.
09
2,
27
9.
80
2,
27
9.
34

#
中
間
処
理
後
再
生
利
用
量
※
8 （
6）

1,
90
8.
00
3,
13
6.
00
3,
08
7.
00
2,
40
3.
00
2,
12
7.
04
2,
52
8.
33
2,
51
5.
55
2,
48
9.
53
2,
46
9.
41
2,
44
9.
72
2,
44
7.
17
2,
43
1.
84
2,
42
2.
91
2,
41
3.
61
2,
41
1.
60
2,
39
5.
39
2,
38
6.
49
2,
37
6.
32
2,
37
3.
52
2,
35
7.
71
2,
35
7.
23

#
資
源
化
施
設
か
ら
の
残
さ

4.
8%
28
3.
00
26
0.
00
26
7.
00
19
4.
00
24
9.
00
25
2.
94
25
1.
66
24
9.
06
24
7.
05
24
5.
08
24
4.
82
24
3.
29
24
2.
39
24
1.
46
24
1.
26
23
9.
64
23
8.
75
23
7.
73
23
7.
45
23
5.
87

23
5.
82

#
焼
却
残
さ
の
ス
ラ
グ
化
※
9 
   
（7
）

70
%
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
74
7.
61
74
4.
58
74
3.
69
73
8.
65
73
5.
78
73
2.
80
73
1.
93
72
7.
09

72
6.
69

減
量
化
率
（平
成
17
年
度
発
生
量
に
対
す
る
）（
％
） 
※
10
  （
8）

-
-

-
-

-
98
.8

98
.2

95
.9

95
.1

94
.3

94
.2

93
.5

93
.2

92
.8

92
.7

92
.0

91
.7

91
.3

91
.2

90
.6

90
.6

#
リ
サ
イ
ク
ル
量
 ※
11
   
（9
）

4,
72
0.
00
5,
14
0.
00
5,
25
1.
00
5,
88
4.
00
5,
32
1.
35
5,
23
5.
49
5,
20
8.
00
5,
15
3.
05
5,
11
0.
59
5,
06
8.
82
5,
06
3.
25
5,
03
0.
99
5,
75
9.
80
5,
73
7.
24
5,
73
1.
82
5,
69
2.
99
5,
67
1.
36
5,
64
6.
98
5,
64
0.
01
5,
60
2.
18
5,
60
0.
84

#
（リ
サ
イ
ク
ル
率
）※
12
   
  （
10
）

(2
5.
5%
)
(2
7.
1%
)
(2
8.
6%
)
(3
1.
5%
)
(2
8.
8%
)
(2
8.
8%
)
(2
8.
8%
)
(2
9.
2%
)
(2
9.
2%
)
(2
9.
2%
)
(2
9.
2%
)
(2
9.
2%
)
(3
3.
5%
)
(3
3.
5%
)
(3
3.
5%
)
(3
3.
5%
)
(3
3.
6%
)
(3
3.
5%
)
(3
3.
5%
)
(3
3.
5%
)
(3
3.
5%
)

#
最
終
処
分
量
（埋
立
処
分
量
）※
13
   
   
（1
1）

1,
80
7.
00
1,
92
8.
00
1,
86
6.
00
2,
01
7.
00
1,
41
0.
00
1,
78
7.
16
1,
77
6.
35
1,
72
9.
10
1,
71
4.
25
1,
69
9.
85
1,
69
7.
24
1,
68
5.
74
93
1.
29
92
7.
53
92
6.
49
92
0.
23
91
6.
67
91
2.
92
91
1.
83
90
5.
80

90
5.
36

#
（埋
立
処
分
率
）※
14
   
  （
12
）

(9
.8
%)
(1
0.
2%
)
(1
0.
2%
)
(1
0.
8%
)
(7
.6
%)
(9
.8
%)
(9
.8
%)
(9
.7
%)
(9
.7
%)
(9
.7
%)
(9
.7
%)
(9
.7
%)
(5
.4
%)
(5
.4
%)
(5
.4
%)
(5
.4
%)
(5
.4
%)
(5
.4
%)
(5
.4
%)
(5
.4
%)

(5
.4
%)

表
中
の
実
績
値
、予
測
値
は
、
伊
豆
の
国
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
計
画
値
に
基
づ
い
て
い
る
。以
下
に
、将
来
値
の
設
定
等
に
関
す
る
補
足
事
項
を
示
す
。

※
1、
※
2　
将
来
値
は
、
平
成
17
年
度
実
績
値
の
家
庭
系
ご
み
と
事
業
系
ご
み
の
割
合
を
、平
成
18
年
度
以
降
の
各
年
度
の
ご
み
排
出
量
合
計
に
掛
け
合
わ
せ
て
い
る
。
　

※
3　
過
去
の
実
績
に
よ
る
直
接
搬
入
ご
み
中
の
可
燃
ご
み
の
平
均
の
割
合
は
45
.5
％
で
あ
る
。
平
成
18
年
度
以
降
は
、
各
年
度
の
直
接
搬
入
量
に
45
.5
％
を
掛
け
合
わ
せ
た
数
値
を
、
直
接
搬
入
ご
み
（可
燃
ご
み
）量
と
し
て
い
る
。

※
4　
し
渣
は
、
平
成
18
年
度
以
降
も
平
成
17
年
度
実
績
数
値
で
あ
る
16
.7
9t
/年
が
焼
却
施
設
に
搬
入
す
る
も
の
と
設
定
し
た
。

※
5　
実
績
値
（平
成
13
年
度
か
ら
平
成
16
年
度
）の
焼
却
処
理
量
に
対
す
る
焼
却
残
さ
の
割
合
の
平
均
値
は
9.
2％
で
あ
る
。
平
成
18
年
度
以
降
は
、
各
年
度
の
焼
却
処
理
量
に
9.
2％
を
掛
け
合
わ
せ
た
数
値
を
、
焼
却
残
さ
（埋
立
）量
と
し
て
い
る
。

※
6　
直
接
埋
立
に
は
、焼
却
施
設
及
び
資
源
化
施
設
以
外
の
中
間
処
理
施
設
か
ら
の
残
さ
量
を
含
ん
で
い
る
。

※
6　
実
績
値
（平
成
13
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
）の
ご
み
排
出
量
（合
計
）に
対
す
る
直
接
埋
立
量
の
割
合
の
平
均
値
は
3.
6％
で
あ
る
。平
成
18
年
度
以
降
は
、各
年
度
の
ご
み
排
出
量
（合
計
）に
3.
6％
を
掛
け
合
わ
せ
た
数
値
を
、
直
接
埋
立
量
と
し
て
い
る
。

※
7、
※
8　
将
来
値
は
、
実
績
値
（平
成
13
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
）の
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
の
平
均
値
を
、
平
成
18
年
度
以
降
の
各
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
量
に
掛
け
合
わ
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
平
成
25
年
度
以
降
の
中
間
処
理
後
再
生
利
用
量
に
は
、
焼
却
残
さ
の
ス
ラ
グ
量
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
別
途
、焼
却
残
さ
の
ス
ラ
グ
量
の
欄
で
見
込
ん
で
い
る
。

※
9　
焼
却
残
さ
（埋
立
）の
70
％
が
ス
ラ
グ
化
さ
れ
る
も
の
と
設
定
し
た
。

※
10
　
減
量
化
率
（8
）=
（2
）＜
各
年
度
＞
/（
2）
＜
平
成
17
年
度
＞
×
10
0

※
11
　
リ
サ
イ
ク
ル
量
（9
）=
（1
）+
（5
）+
（6
）　
 (平
成
25
年
度
以
降
は
、ス
ラ
グ
量
（7
）も
見
込
ん
で
い
る
。)

※
12
　
リ
サ
イ
ク
ル
率
（1
0）
=（
9）
/（
2）
×
10
0

※
13
 最
終
処
分
量
（1
1）
=（
3）
+（
4）
　
　
（平
成
25
年
度
以
降
は
、（
3）
+（
4）
-（
7）
）

※
14
 最
終
処
分
率
（1
2）
=（
11
）/
（2
）×
10
0

ご
み
処
理
・処
分
予
測
(伊
豆
の
国
市
)

　
直
接
資
源
化
量
※
7  
（5
）

リ サ イ ク ル セ ン タ ー人
口

ご み 排 出 量 発 生 焼 却 処 理

（単
位
：ｔ
/年
）

区
分

実
　
　績

予
　
　測
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（単
位
：ｔ
/年
）

H1
3

14
15

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28
29

30
31

32
33

38
,4
85
38
,1
97
38
,0
55
37
,8
87
37
,6
72
37
,3
78
37
,0
83
36
,7
89
36
,4
94
36
,2
00
35
,9
40
35
,6
80
35
,4
20
35
,1
60
34
,9
00
34
,6
60
34
,4
20
34
,1
80
33
,9
40
33
,7
00

33
,7
00

家
庭
系
ご
み
※
1

7,
61
7.
00
7,
51
5.
00
7,
03
9.
00
7,
73
9.
00
8,
65
5.
00
8,
29
9.
61
8,
23
3.
05
8,
12
8.
63
8,
05
3.
54
7,
98
0.
98
7,
93
8.
98
7,
85
3.
73
7,
79
2.
57
7,
73
3.
89
7,
69
8.
65
7,
62
6.
04
7,
57
4.
67
7,
52
5.
70
7,
49
5.
14
7,
42
6.
01
7,
40
5.
80

事
業
系
ご
み
※
2

7,
12
9.
00
7,
40
4.
00
7,
37
8.
00
5,
15
2.
00
5,
33
8.
00
5,
10
8.
48
5,
06
7.
51
5,
00
3.
25
4,
95
7.
02
4,
91
2.
37
4,
88
6.
51
4,
83
4.
04
4,
79
6.
40
4,
76
0.
28
4,
73
8.
58
4,
69
3.
90
4,
66
2.
28
4,
63
2.
13
4,
61
3.
32
4,
57
0.
78
4,
55
8.
34

合
計

14
,7
46
.0
0
14
,9
19
.0
0
14
,4
17
.0
0
12
,8
91
.0
0
13
,9
93
.0
0
13
,4
08
.0
9
13
,3
00
.5
6
13
,1
31
.8
8
13
,0
10
.5
6
12
,8
93
.3
5
12
,8
25
.4
9
12
,6
87
.7
7
12
,5
88
.9
7
12
,4
94
.1
7
12
,4
37
.2
3
12
,3
19
.9
4
12
,2
36
.9
5
12
,1
57
.8
3
12
,1
08
.4
6
11
,9
96
.7
9
11
,9
64
.1
4

集
団
回
収
　
　（
1）

70
9.
00
71
2.
00
70
5.
00
62
1.
00
67
6.
00
65
7.
86
65
3.
24
64
5.
48
63
9.
64
63
3.
96
63
0.
74
62
4.
07
61
9.
27
61
4.
46
61
1.
33
60
5.
35
60
0.
90
59
6.
59
59
3.
90
58
7.
96

58
7.
96

合
計
　
　（
2）

15
,4
55
.0
0
15
,6
31
.0
0
15
,1
22
.0
0
13
,5
12
.0
0
14
,6
69
.0
0
14
,0
65
.9
5
13
,9
53
.8
0
13
,7
77
.3
6
13
,6
50
.2
0
13
,5
27
.3
1
13
,4
56
.2
3
13
,3
11
.8
4
13
,2
08
.2
4
13
,1
08
.6
3
13
,0
48
.5
6
12
,9
25
.2
9
12
,8
37
.8
5
12
,7
54
.4
2
12
,7
02
.3
6
12
,5
84
.7
5
12
,5
52
.1
0

処
理
量

10
,9
32
.0
0
11
,1
53
.0
0
10
,7
22
.0
0
9,
45
2.
00
11
,1
11
.0
0
10
,1
18
.8
4
10
,0
32
.1
3
9,
89
8.
29
9,
79
9.
26
9,
70
4.
41
9,
64
4.
66
9,
53
6.
08
9,
45
4.
06
9,
37
5.
91
9,
32
7.
11
9,
23
0.
46
9,
16
3.
14
9,
09
6.
02
9,
05
3.
83
8,
96
2.
50
8,
93
3.
87

可
燃
ご
み

10
,9
32
.0
0
11
,1
53
.0
0
10
,7
22
.0
0
9,
45
2.
00
10
,9
63
.0
0
10
,1
18
.8
4
10
,0
32
.1
3
9,
89
8.
29
9,
79
9.
26
9,
70
4.
41
9,
64
4.
66
9,
53
6.
08
9,
45
4.
06
9,
37
5.
91
9,
32
7.
11
9,
23
0.
46
9,
16
3.
14
9,
09
6.
02
9,
05
3.
83
8,
96
2.
50
8,
93
3.
87

焼
却
残
さ

－
－

－
－

14
8.
00
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

し
渣

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

焼
却
残
さ
（埋
立
）※
3 　
（3
）

12
.6
%
1,
42
9.
00
1,
50
6.
00
1,
50
9.
00
1,
11
8.
00
1,
17
3.
00
1,
27
4.
97
1,
26
4.
05
1,
24
7.
18
1,
23
4.
71
1,
22
2.
76
1,
21
5.
23
1,
20
1.
55
1,
19
1.
21
1,
18
1.
36
1,
17
5.
22
1,
16
3.
04
1,
15
4.
56
1,
14
6.
10
1,
14
0.
78
1,
12
9.
28
1,
12
5.
67

直
接
埋
立
量
※
4　
　（
4）

1.
6%
28
0.
00
22
8.
00
33
0.
00
17
8.
00
13
7.
00
21
7.
21
21
5.
47
21
2.
74
21
0.
77
20
8.
87
20
7.
77
20
5.
54
20
3.
94
20
2.
41
20
1.
48
19
9.
58
19
8.
24
19
6.
96
19
6.
16
19
4.
35

19
3.
82

1,
74
4.
00
1,
56
9.
00
1,
47
6.
00
1,
70
9.
00
1,
65
1.
00
1,
53
6.
02
1,
52
6.
48
1,
51
0.
43
1,
50
0.
27
1,
49
0.
04
1,
48
6.
53
1,
47
3.
08
1,
46
5.
49
1,
45
7.
93
1,
45
4.
32
1,
44
4.
95
1,
43
7.
79
1,
43
2.
43
1,
42
9.
24
1,
41
9.
97
1,
41
8.
23

中
間
処
理
後
再
生
利
用
量
※
6 （
6）

1,
79
0.
00
1,
96
9.
00
1,
88
9.
00
1,
52
6.
00
1,
09
4.
00
1,
53
6.
02
1,
52
6.
48
1,
51
0.
43
1,
50
0.
27
1,
49
0.
04
1,
48
6.
53
1,
47
3.
08
1,
46
5.
49
1,
45
7.
93
1,
45
4.
32
1,
44
4.
95
1,
43
7.
79
1,
43
2.
43
1,
42
9.
24
1,
41
9.
97
1,
41
8.
23

不
燃
残
さ
（埋
立
）（
7）

－
－

－
26
.0
0
14
8.
00
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

焼
却
残
さ
の
ス
ラ
グ
化
※
7　
　
（8
）

70
%
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
83
3.
85
82
6.
95
82
2.
65
81
4.
13
80
8.
19
80
2.
27
79
8.
55
79
0.
50

78
7.
97

－
－

－
－

－
95
.9

95
.1

93
.9

93
.1

92
.2

91
.7

90
.8

90
.0

89
.4

89
.0

88
.1

87
.5

87
.0

86
.6

85
.8

85
.6

リ
サ
イ
ク
ル
量
　※
9 　
（1
0）

4,
24
3.
00
4,
25
0.
00
4,
07
0.
00
3,
85
6.
00
3,
42
1.
00
3,
72
9.
90
3,
70
6.
20
3,
66
6.
33
3,
64
0.
17
3,
61
4.
03
3,
60
3.
80
3,
57
0.
22
4,
38
4.
09
4,
35
7.
26
4,
34
2.
62
4,
30
9.
38
4,
28
4.
66
4,
26
3.
71
4,
25
0.
92
4,
21
8.
40
4,
21
2.
38

（リ
サ
イ
ク
ル
率
）　
※
10
　（
11
）

(2
7.
5%
)
(2
7.
2%
)
(2
6.
9%
)
(2
8.
5%
)
(2
3.
3%
)
(2
6.
5%
)
(2
6.
6%
)
(2
6.
6%
)
(2
6.
7%
)
(2
6.
7%
)
(2
6.
8%
)
(2
6.
8%
)
(3
3.
2%
)
(3
3.
2%
)
(3
3.
3%
)
(3
3.
3%
)
(3
3.
4%
)
(3
3.
4%
)
(3
3.
5%
)
(3
3.
5%
)
(3
3.
6%
)

最
終
処
分
量
（埋
立
処
分
量
）　
※
11
　
（1
2）

1,
70
9.
00
1,
73
4.
00
1,
83
9.
00
1,
32
2.
00
1,
45
8.
00
1,
49
2.
18
1,
47
9.
52
1,
45
9.
92
1,
44
5.
48
1,
43
1.
63
1,
42
3.
00
1,
40
7.
09
56
1.
30
55
6.
82
55
4.
05
54
8.
49
54
4.
61
54
0.
79
53
8.
39
53
3.
13

53
1.
52

（埋
立
処
分
率
）　
※
12
　
（1
3）

(1
1.
1%
)
(1
1.
1%
)
(1
2.
2%
)
(9
.8
%)
(9
.9
%)
(1
0.
6%
)
(1
0.
6%
)
(1
0.
6%
)
(1
0.
6%
)
(1
0.
6%
)
(1
0.
6%
)
(1
0.
6%
)
(4
.2
%)
(4
.2
%)
(4
.2
%)
(4
.2
%)
(4
.2
%)
(4
.2
%)
(4
.2
%)
(4
.2
%)

(4
.2
%)

表
中
の
実
績
値
、
予
測
値
は
、伊
豆
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
計
画
値
に
基
づ
い
て
い
る
。以
下
に
、
将
来
値
の
設
定
等
に
関
す
る
補
足
事
項
を
示
す
。

※
1、
※
2　
将
来
値
は
、
平
成
17
年
度
の
実
績
値
の
家
庭
系
ご
み
と
事
業
系
ご
み
の
割
合
の
平
均
値
を
、
平
成
18
年
度
以
降
の
各
年
度
の
ご
み
排
出
量
合
計
に
掛
け
合
わ
せ
て
い
る
。

※
3　
実
績
値
（平
成
13
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
）の
焼
却
処
理
量
に
対
す
る
焼
却
残
さ
の
割
合
の
平
均
値
は
12
.6
％
で
あ
る
。
平
成
18
年
度
以
降
は
、
各
年
度
の
焼
却
処
理
量
に
12
.6
％
を
掛
け
合
わ
せ
た
数
値
を
、
焼
却
残
さ
（埋
立
）量
と
し
て
い
る
。

※
4　
実
績
値
（平
成
13
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
）の
ご
み
排
出
量
（合
計
）に
対
す
る
直
接
埋
立
量
の
割
合
の
平
均
値
は
1.
6％
で
あ
る
。平
成
18
年
度
以
降
は
、各
年
度
の
ご
み
排
出
量
（合
計
）に
1.
6％
を
掛
け
合
わ
せ
た
数
値
を
、
直
接
埋
立
量
と
し
て
い
る
。

※
5、
※
6　
将
来
値
は
、
実
績
値
（平
成
13
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
）の
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
の
平
均
値
（各
50
%）
を
、平
成
18
年
度
以
降
の
各
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
量
に
掛
け
合
わ
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
平
成
25
年
度
以
降
の
中
間
処
理
後
再
生
利
用
量
に
は
、
焼
却
残
さ
の
ス
ラ
グ
量
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、別
途
、
焼
却
残
さ
の
ス
ラ
グ
量
の
欄
で
見
込
ん
で
い
る
。

※
7　
焼
却
残
さ
（埋
立
）の
70
％
が
ス
ラ
グ
化
さ
れ
る
も
の
と
設
定
。

※
8　
減
量
化
率
（9
）=
（2
）＜
各
年
度
＞
/（
2）
＜
平
成
17
年
度
＞
×
10
0

※
9　
リ
サ
イ
ク
ル
量
（1
0）
=（
1）
+（
5）
+(
6)
  (
平
成
25
年
度
以
降
は
、
ス
ラ
グ
量
（8
）も
見
込
ん
で
い
る
。)

※
10
　
リ
サ
イ
ク
ル
率
（1
1）
=（
10
）/
（2
）×
10
0

※
11
　
最
終
処
分
量
（1
2）
=（
3）
+（
4）
+（
7）
　
　
（平
成
25
年
度
以
降
は
、（
3）
+（
4）
-（
8）
）

※
12
　
最
終
処
分
率
（1
3）
=（
12
）/
（2
）×
10
0

減
量
化
率
（平
成
17
年
度
発
生
量
に
対
す
る
）（
％
） 
※
8  
（9
）

ご み 排 出 量 発 生 焼 却 処 理

区
分

実
　
　績

予
　　
測

ご
み
処
理
・処
分
予
測
（伊
豆
市
）

人
口

リ サ イ ク ル セ ン タ ー

資 源 ご み

　直
接
資
源
化
量
※
5 
（5
）
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＜両市合計＞ 

 
H1
3

14
15

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28
29

30
31

32
33

89
,6
21
89
,3
40
89
,1
96
89
,0
21
88
,8
51
88
,1
76
87
,50
1
86
,8
27
86
,1
51
85
,4
76
85
,1
16
84
,7
55
84
,3
95
84
,0
34
83
,6
73
83
,1
26
82
,5
78
82
,0
30
81
,4
82
80
,9
34

80
,9
34

(1
)
家
庭
系
ご
み

20
,1
69
.0
0
20
,3
66
.0
0
19
,8
01
.0
0
20
,9
78
.0
0
21
,9
29
.0
4
21
,3
96
.3
9
21
,2
53
.1
8
20
,8
45
.4
2
20
,6
62
.3
4
20
,4
84
.9
0
20
,4
24
.9
9
20
,2
56
.3
4
20
,1
45
.8
6
20
,0
37
.7
1
19
,9
89
.0
7
19
,8
33
.3
3
19
,7
35
.0
4
19
,6
35
.9
6
19
,5
91
.1
0
19
,4
41
.7
7
19
,4
16
.1
5

(2
)
事
業
系
ご
み

12
,8
09
.0
0
13
,2
39
.0
0
12
,7
00
.0
0
10
,3
31
.0
0
10
,2
93
.0
0
10
,0
01
.7
8
9,
93
2.1
7
9,
75
4.
58
9,
66
8.
00
9,
58
4.
17
9,
55
1.
61
9,
46
7.
98
9,
41
1.
92
9,
35
7.
31
9,
33
0.
60
9,
25
4.
87
9,
20
5.
72
9,
15
6.
84
9,
13
2.
69
9,
06
0.
19
9,
04
5.
73

(9
)
合
計

32
,9
78
.0
0
33
,6
05
.0
0
32
,5
01
.0
0
31
,3
09
.0
0
32
,2
22
.0
4
31
,3
98
.1
7
31
,1
85
.3
5
30
,6
00
.0
0
30
,3
30
.3
4
30
,0
69
.0
7
29
,9
76
.6
0
29
,7
24
.3
2
29
,5
57
.7
8
29
,3
95
.0
2
29
,3
19
.6
7
29
,0
88
.2
0
28
,9
40
.7
6
28
,7
92
.8
0
28
,7
23
.7
9
28
,5
01
.9
6
28
,4
61
.8
8

(1
0)
集
団
回
収

97
8.
00
97
7.
00
98
9.
00
88
7.
00
92
8.
31
92
0.
24
91
3.2
7
90
1.
74
89
3.
02
88
4.
29
88
0.
51
87
1.
74
86
5.
70
85
9.
65
85
5.
95
84
8.
06
84
2.
37
83
6.
65
83
3.
37
82
5.
54

82
5.
54

(1
1)
合
計

33
,9
56
.0
0
34
,5
82
.0
0
33
,4
90
.0
0
32
,1
96
.0
0
33
,1
50
.3
5
32
,3
18
.4
1
32
,0
98
.6
2
31
,5
01
.7
4
31
,2
23
.3
6
30
,9
53
.3
6
30
,8
57
.1
1
30
,5
96
.0
6
30
,4
23
.4
8
30
,2
54
.6
7
30
,1
75
.6
2
29
,9
36
.2
6
29
,7
83
.1
3
29
,6
29
.4
5
29
,5
57
.1
6
29
,3
27
.5
0
29
,2
87
.4
2

(1
2)
処
理
量

24
,0
83
.0
0
24
,2
87
.0
0
23
,1
13
.0
0
21
,3
19
.0
0
23
,9
15
.0
0
22
,5
04
.9
6
22
,3
41
.8
9
21
,8
57
.5
6
21
,6
55
.1
1
21
,4
60
.1
0
21
,3
81
.6
4
21
,1
92
.7
8
21
,0
63
.0
2
20
,9
37
.6
5
20
,8
75
.0
6
20
,7
00
.2
2
20
,5
88
.2
9
20
,4
74
.8
0
20
,4
19
.1
9
20
,2
52
.7
6
20
,2
17
.9
1

(1
3)

可
燃
ご
み

22
,5
22
.0
0
23
,0
26
.0
0
21
,7
45
.0
0
20
,4
85
.0
0
22
,5
88
.0
4
21
,3
28
.4
6
21
,1
74
.1
8
20
,7
03
.2
1
20
,5
11
.0
7
20
,3
24
.6
8
20
,2
52
.4
1
20
,0
74
.0
9
19
,9
51
.8
8
19
,8
34
.0
8
19
,7
74
.3
7
19
,6
10
.0
9
19
,5
04
.0
4
19
,3
98
.2
1
19
,3
45
.6
2
19
,1
87
.9
9
19
,1
58
.1
8

(1
4)

直
接
搬
入
ご
み
（可
燃
ご
み
）

1,
27
8.
00
1,
00
1.
00
1,
10
1.
00
64
0.
00
92
9.
96
90
6.
77
89
9.2
6
88
8.
50
88
0.
20
87
3.
55
86
7.
62
85
8.
61
85
1.
96
84
5.
32
84
2.
64
83
3.
70
82
8.
71
82
2.
07
81
9.
33
81
2.
11

80
7.
12

(1
6)

資
源
化
施
設
か
ら
の
残
さ

28
3.
00
26
0.
00
26
7.
00
19
4.
00
24
9.
00
25
2.
94
25
1.6
6
24
9.
06
24
7.
05
24
5.
08
24
4.
82
24
3.
29
24
2.
39
24
1.
46
24
1.
26
23
9.
64
23
8.
75
23
7.
73
23
7.
45
23
5.
87

23
5.
82

(1
7)

し
渣

-
-

-
-
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9
16
.7
9

16
.7
9

(1
8)
焼
却
残
さ
（埋
立
）

2,
60
6.
00
2,
75
7.
00
2,
64
9.
00
2,
20
2.
00
2,
22
7.
00
2,
41
4.
49
2,
39
6.5
5
2,
34
7.
43
2,
32
5.
45
2,
30
4.
28
2,
29
5.
03
2,
27
3.
97
2,
25
9.
23
2,
24
5.
04
2,
23
7.
63
2,
21
8.
26
2,
20
5.
67
2,
19
2.
95
2,
18
6.
39
2,
16
7.
98
2,
16
3.
80

(1
9)
直
接
埋
立
量

91
0.
00
90
5.
00
1,
05
6.
00
1,
11
1.
00
49
3.
00
86
4.
85
85
9.3
2
84
1.
59
83
4.
28
82
7.
20
82
5.
21
81
8.
86
81
4.
82
81
0.
84
80
9.
25
80
3.
24
79
9.
58
79
5.
82
79
4.
31
78
8.
54

78
7.
74

(2
0)

直
接
資
源
化
量

4,
28
7.
00
3,
30
8.
00
3,
35
6.
00
4,
92
4.
00
4,
59
3.
00
3,
98
0.
80
3,
95
8.9
0
3,
91
7.
69
3,
88
8.
07
3,
85
8.
81
3,
85
2.
84
3,
82
4.
56
3,
80
8.
34
3,
79
1.
79
3,
78
6.
23
3,
76
1.
19
3,
74
5.
41
3,
73
0.
23
3,
72
4.
33
3,
69
9.
77
3,
69
7.
57

(2
1)

中
間
処
理
後
再
生
利
用
量

3,
69
8.
00
5,
10
5.
00
4,
97
6.
00
3,
92
9.
00
3,
22
1.
04
4,
06
4.
35
4,
04
2.0
3
3,
99
9.
96
3,
96
9.
68
3,
93
9.
76
3,
93
3.
70
3,
90
4.
92
3,
88
8.
40
3,
87
1.
54
3,
86
5.
92
3,
84
0.
34
3,
82
4.
28
3,
80
8.
75
3,
80
2.
76
3,
77
7.
68
3,
77
5.
46

(2
2)

資
源
化
施
設
か
ら
の
残
さ

28
3.
00
26
0.
00
26
7.
00
19
4.
00
24
9.
00
25
2.
94
25
1.6
6
24
9.
06
24
7.
05
24
5.
08
24
4.
82
24
3.
29
24
2.
39
24
1.
46
24
1.
26
23
9.
64
23
8.
75
23
7.
73
23
7.
45
23
5.
87

23
5.
82

(2
3)

不
燃
残
さ
（埋
立
）

-
-

-
26
.0
0
14
8.
00

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

(2
5)
焼
却
残
さ
の
ス
ラ
グ
化

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-
1,
58
1.
46
1,
57
1.
53
1,
56
6.
34
1,
55
2.
78
1,
54
3.
97
1,
53
5.
07
1,
53
0.
47
1,
51
7.
59
1,
51
4.
66

-
-

-
-

-
97
.5

96
.8

95
.0

94
.2

93
.4

93
.1

92
.3

91
.8

91
.3

91
.0

90
.3

89
.8

89
.4

89
.2

88
.5

88
.4

(2
9)
リ
サ
イ
ク
ル
量

8,
96
3.
00
9,
39
0.
00
9,
32
1.
00
9,
74
0.
00
8,
74
2.
35
8,
96
5.
39
8,
91
4.2
0
8,
81
9.
38
8,
75
0.
76
8,
68
2.
85
8,
66
7.
05
8,
60
1.
21
10
,1
43
.8
9
10
,0
94
.5
0
10
,0
74
.4
4
10
,0
02
.3
7
9,
95
6.
02
9,
91
0.
69
9,
89
0.
92
9,
82
0.
58
9,
81
3.
22

(3
0)
（リ
サ
イ
ク
ル
率
）

(2
6.
4%
)
(2
7.
2%
)
(2
7.
8%
)
(3
0.
3%
)
(2
6.
4%
)
(2
7.
7%
)
(2
7.8
%)
(2
8.
0%
)
(2
8.
0%
)
(2
8.
1%
)
(2
8.
1%
)
(2
8.
1%
)
(3
3.
3%
)
(3
3.
4%
)
(3
3.
4%
)
(3
3.
4%
)
(3
3.
4%
)
(3
3.
4%
)
(3
3.
5%
)
(3
3.
5%
)
(3
3.
5%
)

(3
1)
最
終
処
分
量
（埋
立
処
分
量
）

3,
51
6.
00
3,
66
2.
00
3,
70
5.
00
3,
31
3.
00
2,
72
0.
00
3,
27
9.
34
3,
25
5.8
7
3,
18
9.
02
3,
15
9.
73
3,
13
1.
48
3,
12
0.
24
3,
09
2.
83
1,
49
2.
59
1,
48
4.
35
1,
48
0.
54
1,
46
8.
72
1,
46
1.
28
1,
45
3.
71
1,
45
0.
23
1,
43
8.
93
1,
43
6.
88

(3
2)
（埋
立
処
分
率
）

(1
0.
4%
)
(1
0.
6%
)
(1
1.
1%
)
(1
0.
3%
)
(8
.2
%)
(1
0.
1%
)
(1
0.1
%)
(1
0.
1%
)
(1
0.
1%
)
(1
0.
1%
)
(1
0.
1%
)
(1
0.
1%
)
(4
.9
%)
(4
.9
%)
(4
.9
%)
(4
.9
%)
(4
.9
%)
(4
.9
%)
(4
.9
%)
(4
.9
%)

(4
.9
%)

表
中
の
実
績
値
、予
測
値
は
、伊
豆
の
国
市
と
伊
豆
市
の
「ご
み
処
理
・処
分
予
測
」の
数
値
に
基
づ
い
て
い
る
。

ご
み
処
理
・処
分
予
測
(伊
豆
の
国
市
と
伊
豆
市
の
合
計
)

（単
位
：ｔ
/年
）

区
分

実
　　
績

予
　　
測

人
口

ご み 排 出 量 発 生 焼 却 処 理 資 源 化 施 設

資 源 ご み

減
量
化
率
（平
成
17
年
度
発
生
量
に
対
す
る
）（
％
）
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